
（Lessa et al . 2016）で推定されており（図 4）、成熟体長及び年
齢に関しては、雌が全長 87.0 ～ 103.0 cm、雄が全長 72.5 cm

（White 2007a）、雌が 3.1 歳、雄が 5.1 歳（Lessa et al . 2016）と
推定されている。

クロトガリザメについては、太平洋（Oshitani et al . 2003）、
台 湾 近 海（Joung et al . 2008）、バ ハ・カ リ フ ォ ル ニ ア 近 海

（Sanchez-de Ita et al . 2011）、インド洋の個体群については、
インドネシア近海（Hall et al . 2012）、インド西部（Varghese 
et al . 2016）、大西洋の個体群については、メキシコ湾（Branst
etter 1987）とカンペチェバンク（Bonfil et al . 1993）で漁獲さ
れた個体を対象として成長式が推定されている（図 5）。体長
測定部位が研究者によって、尾鰭前長、尾叉長、全長と様々で
あるので、これまで公表されている測定部位間の換算式を表
4 に示す。

成熟体長は、雄が全長 178 ～ 225 cm（Branstetter 1987、Bo
nfil et al . 1993、Joung et al . 2008、Hall et al . 2012、Mauricio 
Hoyos-Padilla et al . 2012、Galvan-Tirado et al . 2015、del Car
men Alejo-Plata et al . 2016、Varghese et al . 2016、Grant et al . 
2018）、尾 鰭 前 長 200 ～ 206 cm（Oshitani et al . 2003）、雌 が
全 長 180 ～ 245 cm（Branstetter 1987、Bonfil et al . 1993、Jou
ng et al . 2008、Hall et al . 2012、Mauricio Hoyos-Padilla et al . 
2012、Galvan-Tirado et al . 2015、del Carmen Alejo-Plata et al . 
2016、Varghese et al . 2016、Grant et al . 2018）、尾鰭前長 186 
cm（Oshitani et al . 2003）と推定されており、成熟年齢は雄が
6 ～ 13 歳、雌が 6 ～ 15 歳と推定されている（Branstetter 1987、
Bonfil et al . 1993、Oshitani et al . 2003、Joung et al . 2008、Hall 
et al . 2012、Grant et al . 2018）。各研究の推定値を表 3 に示す。

【食性・捕食者】
クロトガリザメについては、主に魚類を主として、いか類

や外洋性のかに類も捕食すると報告されている（Compagno 
1984、Varghese et al . 2016、Estupiñán-Montaño et al . 2018）。
バハ・カリフォルニア近海で漁獲されたクロトガリザメの
胃内容物の分析によれば、コシオレガニやアメリカオオアカ
イカなどの甲殻類・軟体類が大部分を占め、次いでマサバが
多いことが報告されており、栄養学的ニッチ幅は低いと推
定されている（Cabrera-Chávez-Costa et al . 2010）。また、東
部太平洋において、FAD 周辺で収集されたクロトガリザメ
の胃内容物を分析した研究によれば、沿岸と沖合で摂餌パ

ターンが異なること、FAD に関連した餌種の出現割合が高い
こと、捕食者の体サイズと餌の最大サイズには正の相関があ
るが餌の最小サイズは捕食者のサイズによらず一定であるこ
となどが明らかとなった（Duffy et al . 2015）。一方、インド洋
で報告された同様の研究によれば、胃内容物の多くは、FAD
に蝟集していない種（ワタリガニ科の甲殻類、トビウオ科の
魚類、ホタルイカモドキ科の頭足類など）であり、FAD への本
種の集群行動は捕食上のメリットのみでは説明できないこと
が示唆されている（Filmalter et al . 2017）。インド洋で漁獲さ
れた個体の胃内容物分析によれば、未成魚ではワタリガニ科
のカニが優占するのに対し、成魚ではイカや魚類の割合が増
加するとの報告がある（Varghese et al . 2016）。

表 4. ヨゴレとクロトガリザメの体長測定部位間の換算式

PL は尾鰭前長の略。

図 5. クロトガリザメの成長式

図 4. ミズワニの成長曲線
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資源状態

Taniuchi（1990）は、太平洋及びインド洋における日本の
地方公庁船の漁獲成績報告書を分析し、1973 ～ 1985 年の
間で、まぐろはえ縄調査で漁獲されるさめ類の CPUE がほぼ
一定であったと報告している。中西部太平洋水域において
は、2012 年に太平洋共同体事務局（SPC）の専門家グループに
よりヨゴレの資源評価が行われ、推定された親魚量、総資源
量、加入量はいずれも一貫して減少傾向を示していることか
ら、資源の動向は減少傾向と考えられる。また、資源状態につ
いては、漁獲は過剰漁獲の状態にあり、資源も乱獲状態にあ
るとされた（Rice and Harley 2012）。この結果は同年 WCPFC
第 8 回科学委員会において承認され、2013 年に当該海域にお
けるヨゴレの船上保持が禁止された（CMM2011-04）。2019
年、WCPFC の第 15 回科学委員会において中西部太平洋系群
に関する第 2 回目の資源評価結果が報告された。資源評価期
間は 1995 年から 2016 年で、前回と同じく統合モデルによる
解析が行われた。前回から、漁獲量や CPUE、サイズデータが
追加・更新されたほか、放流個体の死亡率が考慮され、成長式
が更新された。リファレンスケースに基づく資源状態の推定
結果は、前回の資源評価の最終年以降、資源の減少傾向は大
きく改善されたものの、前回と同じく MSY を管理基準値とし
た場合、乱獲状態（SB / SBMSY ＜ 0.1）、過剰漁獲（F / FMSY：2.67）
の状態であることが推定された。管理措置が発効された後

（2013-2016 年）に漁獲圧力が低下し（F / FMSY：6.12 → 2.67）、
最近年の資源量はわずかに回復しているが、現在の親魚量の
水準は非常に低く（SSBrecent / SSBMSY の中央値：0.09、80％信
頼区間は 0.05-0.17）、漁獲圧力も依然として高い水準にある

（Tremblay-Boyer et al . 2019）。今回の資源評価では将来予測
が行われていないため、今後の本資源の動態については不明
である。管理措置の導入後に漁獲量やサイズデータの質・量
が低下したことにより資源評価の不確実性が大きくなってい
ることが指摘されており、科学委員会はこの問題を検討する
こと、放流後の生残率を高めるためのハンドリング・放流方
法の改善を続けること、今回の資源評価結果をもとにした将
来予測を実施すること等を勧告した。

インド洋においては、いくつかの国がヨゴレの標準化した
CPUE を発表しているが、大きな減少傾向は示されていない。
2020 年に混獲生態系作業部会においてインディケーター解
析が行われる予定である。大西洋系群については、資源評価
は行われていない。

ミズワニの資源評価については、いずれのまぐろ類 RFMO
でも行われていない。

クロトガリザメについては、中西部太平洋系群について
は、2018 年の WCPFC 第 14 回科学委員会において、太平洋全
域を対象としたクロトガリザメの資源評価の結果が報告され
た（Common Oceans (ABNJ) Tuna Project 2018）。この解析は、
WCPFC と IATTC（全米熱帯まぐろ類委員会）が共同で、中西部
太平洋と東部太平洋のデータ（主にまき網）を統合して行わ
れた。分析の結果、データ量は改善したものの、推定した資源
量指数やサイズデータの不確実性が高い上に、東西の資源量

指数に異なるトレンドが見られ、推定された資源量の変動で
はサイズデータの変動が説明できないなどの理由により、信
頼性の高い資源評価結果を得ることはできなかった。中西部
太平洋系群について推定された結果は、2016 年の親魚資源量
は漁業が存在しないと仮定して推定した親魚資源量の 47％
であり（SB2016 / SB0：0.47）、MSY 水準を上回っている（SB2016 / 
SBMSY：1.18）ことから、資源は乱獲されていないものの、漁獲
強度は MSY 水準を上回っており（F2016 / FMSY：1.61）、過剰漁獲
の状態にあると推定された。このことから、科学委員会は予
防的措置として現行の管理措置（船上保持禁止）を継続する
ことを勧告した。より頑健な資源評価を行うためには、太平
洋内のクロトガリザメの空間構造や移動率に関する情報・理
解を改善すること、より広範な海域の漁業データを収集する
ことが必要とされた。

大西洋系群については、資源評価は行われていないものの、
はえ縄漁業を対象とした生態学的リスク解析が行われており、
大西洋まぐろ類保存国際委員会（ICCAT）海域で主に漁獲また
は混獲される代表的な板鰓類 20 種の中でクロトガリザメの
北資源は 8 または 11 番目（評価方法によって異なる）に、南資
源は 5、6、11 番目に脆弱な種であると推定されている（ICCAT 
2017）。この解析では、本種の生産力は極めて低くはないもの
の、漁獲サイズで見た時の混獲のされやすさと放流後の死亡
率が高いため、上述した推定結果となっていると考えられる

（Cortés et al . 2010）。
東部太平洋系群については、まき網の FAD 操業において収

集されたオブザーバーデータに基づき資源状態の傾向の分
析が 2014 年に IATTC 事務局により行われた。標準化された
CPUE の傾向は、北資源で初期（1994 ～ 1998 年）に急激に減
少した後安定し（1996 ～ 2006 年）、さらに増加、減少傾向を
示し、南資源でも初期（1994 ～ 2004 年） に急激な減少を示し、
その後低位安定傾向を示す結果となった。解析初期（1990 年
代）の漁獲情報が不足していること、まき網以外の漁業デー
タが不十分であることなどから、資源状態や管理基準値の推
定は行われておらず、今後は漁獲戦略評価（MSE）による管理
基準値や漁獲管理ルール（Harvest Control Rule）の決定が必
要であると考えられる（Aires-da-Silva et al . 2014）。

インド洋系群については、2019 年の IOTC 混獲生態系作業
部会において資源評価が行われる予定であったが、データ不
足のため資源評価は行われなかった。

管理方策

現 在、ICCAT、IATTC、WCPFC、IOTC の 三 大 洋 の ま ぐ ろ 類
RFMO においては漁獲されたさめ類の完全利用（頭部、内臓
及び皮を除く全ての部位を最初の水揚げまたは転載まで船上
で保持すること）及び漁獲データ提出が義務付けられている
おり、2019 年の WCPFC では、2020 年 11 月以降、（ア）水揚げ
までヒレを胴体から切り離さない、または、（イ）船上では切
り離したヒレと胴体を同じ袋に保管する等の代替措置を講じ
る、ことが合意されたいる。加えて、WCPFC では、2014 年の
年次会合において、①まぐろ・かじき類を対象とするはえ縄
漁業は、ワイヤーリーダー（ワイヤー製の枝縄及びはりす）ま
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たはシャークライン（浮き玉または浮縄に接続された枝縄）
のいずれかを使用しないこと（ワイヤーリーダーやシャーク
ラインの詳細については、用語集を参照のこと）、②さめ類を
対象とするはえ縄漁業は、漁獲を適切な水準に制限するため
の措置等を含む管理計画を策定すること、が合意されている。
このほか、ヨゴレの船上保持が禁止されており、生きて漁獲
された個体については可能な限り生存放流することが推奨さ
れている。クロトガリザメについては、ICCAT、WCPFC におい
ては、本種を対象とした船上保持禁止措置が導入されている。
東部太平洋のクロトガリザメに関しては、2016 年の IATTC 第
90 回会合において、2017 ～ 2019 年に、IATTC 海域において
①混獲された魚体の船上保持禁止（まき網漁船）、②航海毎の
混獲量の上限を全魚種の漁獲量の 20％以下に制限（さめを対
象としないはえ縄漁船）、③体長 100 cm 以下の小型魚の漁獲
量を本種漁獲量の 20％以下に制限（浅縄を使用するはえ縄漁
船）、等をはじめとする管理措置が採択された。ミズワニに特
定した保存管理措置はまぐろ類 RFMO で合意されていない。

また、ヨゴレとクロトガリザメについては、2013 年 3 月及
び 2016 年 9 ～ 10 月に開催された CITES 第 16、17 回締約国会
議において附属書 II への掲載が提案され、投票の結果採択さ
れた。附属書 II 掲載はそれぞれ 2014 年 9 月、2017 年 10 月か
ら発効し、本種の魚体、鰭などを含む一切の派生物を貿易す
る際は、輸出国による輸出許可書の発給が必要となり、公海
域で採捕し自国に持ち帰る行為（海からの持込み）について
も証明書の事前発給が義務付けられることとなった。我が国
は、商業漁業対象種の持続的利用にあたっては、漁業管理主
体である地域漁業管理機関または沿岸国が適切に管理してい
くべきとの基本的な立場に加え、主にまき網で混獲されるク
ロトガリザメについては、漁獲物の選別が陸揚げ後に行われ
るため、海からの持込みにおいて CITES 上の義務である証明
書の事前発給は困難であること等の理由から、本種の附属書
II 掲載について留保している。
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その他外洋性さめ類（全水域）の資源の現況（要約表）

種 名 ヨゴレ ミズワニ クロトガリザメ

資 源 水 準 低位（中西部太平洋） 調査中 低位（中西部太平洋）

資 源 動 向 増加（中西部太平洋） 調査中 減少（中西部太平洋）

世 界 の 漁 獲 量
（最近 5 年間） 調査中 調査中 調査中

我 が 国 の 漁 獲 量
（最近 5 年間）

（2014 ～ 2018 年）
50 ～ 144 個体 *1 2,035 ～ 5,261 個体 *1 201 ～ 742 個体 *1

管 理 目 標 検討中 なし 検討中

資 源 評 価 の 方 法 統合モデル
（中西部太平洋） 未実施 統合モデル

（中西部太平洋）

資 源 の 状 態
Fcurrent / FMSY：2.67、
SBcurrent / SBMSY：0.09

（中西部太平洋）
調査中

Fcurrent / FMSY：4.48
SBcurrent / SBMSY：0.7

（中西部太平洋）*2

管 理 措 置 船上保持禁止 漁獲物の完全利用等 *3

船上保持禁止（ICCAT、WCPFC）
漁 獲 物 の 完 全 利 用 等（IATTC、
IOTC）
まき網における船上保持禁止

（IATTC）
はえ縄漁獲量・小型個体の漁
獲量制限（IATTC）

管理機関・関係機関 ICCAT、IATTC、WCPFC、IOTC、
CITES なし  IATTC、ICCAT、IOTC、WCPFC、

CITES

最新の資源評価年 2019 年（中西部太平洋） なし 2014 年（東部太平洋）
2018 年（太平洋）

次回の資源評価年 2020 年（（インディケーター分
析：インド洋）） なし なし

*1 オブザーバーデータに基づく全大洋での観察個体数（ヨゴレについては全水域で保持禁止のため、水揚げ・利用はしていない）。
*2 2018 年に報告された太平洋全域の個体群を対象とした資源評価結果については、信頼性が低いとされているため、2013 年の結果を残

した。
*3 本種の場合は、ヒレ等を利用する場合は、残りの魚体も投棄せず利用することが管理措置の趣旨となる。詳しくは「34. さめ類の漁業と

資源調査（総説）」を参照。
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